
３．コーンビーム CT で歯性上顎洞炎所見を有
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【目的】歯性上顎洞炎は歯の根尖病巣，歯周炎，
根管治療中のリーマーなどの突出による感染，
抜歯時の洞底穿孔などの歯科的外傷による歯性
感染に起こる．

近年コーンビーム CT が上顎洞疾患の検査に
も使用されている．コーンビーム CT で得られ
る画像は空間分解能が高く，歯性上顎洞炎の病
態が描出できる．今回我々は，コーンビーム
CT を用いて上顎洞の検査を行い歯性上顎洞炎
と診断された症例について，その背景因子，画
像所見の特徴および病変分布等を明らかにする
ために，上顎洞炎の併発の無い歯根嚢胞症例と
比較検討を行った．

【対象と方法】対象は 2013 年２月から 2017 年
８月までの間に頭部用コーンビーム CT 装置を
用いて撮影し歯性上顎洞炎と診断された 127 例
である．比較対象として 165 例の歯根嚢胞患者
のデータを収集し，年齢，性別を用い傾向スコ
アマッチングにて対照群の抽出を行った．最終
的に歯性上顎洞炎の発症のある群とない群で，
各群 127 例ずつ計 254 例にて検討を行なった．

比較検討項目は腫脹・疼痛などの症候の有無，
病変の左右差，洞口腔瘻の有無，歯根破折の有
無，根管充填の状態，歯種である．歯種は切歯，
犬歯，小臼歯，大臼歯に群分けした．

【結果】症状の有無では歯根嚢胞群で有意に症
状を有したものが多く，歯性上顎洞炎群では無
症候の症例が多かった．歯根破折群，洞口腔瘻
群，根管充填不良群は歯性上顎洞群で有意に多
かった．また，歯種では，歯根嚢胞の発生は切
歯に多く，歯性上顎洞炎では大臼歯での発生が
有意に多かった．

【結論】今回の調査では無症候性の症例が有意
に多く見られた．種々の原因により形成された
歯性上顎洞炎が慢性化しているためと考えた．
また，歯性上顎洞炎は従来の報告同様に大臼歯
を責任部位とするものが多かったが，根管充填
不良例に多く見られることが明らかになった．

４．ショートインプラント上部構造装着後３年
経過症例に関する臨床的調査
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目的：インプラント体埋入手術時には解剖学的
要因または，骨移植等の外科的侵襲を回避する
ためにショートデンタルインプラント（SDI）
がしばしば使用される 1）．今回，SDI を適用し，
メインテナンスへ移行した症例の調査，検討を
行ったので報告する．
対象と方法：調査期間は 2009 年７月から 2018
年７月までとし，被験者は当科にて SDI 埋入，
上部構造装着後３年以上経過している患者とし
た．今回は，長さ 7mm 以下を SDI と定義した．
各項目に関し調査した．
結果：抽出された患者は 58 名（男性 20 名，女
性 38 名）であった．埋入されたインプラント
体は 79 本であった．上部構造はブリッジが 13
例，連結冠が 31 例，単冠が 17 例であった．骨
移植を行ったのは 46 本であった．術後トラブ
ルは上部構造の破損が 13 例，インプラント周
囲炎が１例，インプラント周囲炎による除去が
２例であった．
考察および結論： SDI の使用は骨吸収に起因す
る問題の解決につながることが示された．しか
し，埋入時にインプラント体頚部への骨移植を
必要とした例が多く認められた．しかしながら，
骨採取量の低減したことにより，侵襲の軽減が
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